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直下型地震に対する斜面防災技術の現状と課題  
本会報は、今年 6 月（社）地盤工学会の 2008 年岩手・宮城内陸地震災害調査委員会

が取りまとめた報告書（http://geo-toku-u.sakura.ne.jp/jgs_iwate-miyagi2008/参

照）のうち、担当部を執筆した際の感想である。本文は添付したので参照されたい。 

斜面災害の誘因には豪雨等による地下水位昇降と地震動がある。私は斜面防災に関わっ

て約 40 年、技術士を取得して約 30 年、一貫して地震動も考慮すべきと考えてきた。と

ころが、地震動を加味すると天文学的な対策費用を要することに繋がり、地震動で災害は

発生しないとの確率・経験的判断から、学協会や官公庁は真面目に取り組んで来なかった。 

しかし 2006 年５月の新潟県中越地震（Ｍ6.8、震度７、最大加速度 2,515gal）では、

旧山古志村で発生した斜面崩壊で天然ダムが形成されて集落が孤立し、走行中の自動車に

乗車していた母子が崩壊土砂で閉じ込められる事故等が発生した。翌年７月新潟県中越沖

地震（Ｍ6.8，震度６強、最大加速度 1,018gal）でも多くの斜面崩壊が発生したが、東京

電力柏崎刈羽原子力発電所の火災に注目が集まり、災害の実態が知られることはなかった。 

これらの地震を契機に、地震に対する斜面防災技術の研究が行われ始め、幾つかの知見

が得られた。例えば、地震動による斜面崩壊は直下型地震に多く、崩壊には表層崩壊と深

層崩壊がある。通常、表層崩壊はゲリラ的集中豪雨で多発するが、地震動でも火成岩・深

成岩・火山岩と堆積岩の不連続面が受け盤の場合に発生する。一方、深層崩壊は大規模直

下型地震時に堆積岩の不連続面が流れ盤で発生する場合が多く、表層崩壊に比べて極めて

規模が大きい。崩壊の剪断面は地震動で新たに発生するすべり面と、降雨や融雪による地

下水位昇降で既に何回もすべり現象を経験した地すべり面がある。地震時のすべり面は土

質ですべりやすさが異なり、砂質土の場合は一種の液状化現象が発生してすべりやすく、

粘性土の場合は繰返し剪断応力ですべり面強度が増加されてすべり難くなるようだ。 

これらは報告書をまとめる過程で定性的に理解したものだが、地震動とすべり面の土

性・強度や斜面の挙動との定量的な関係（体系的なシュミレーション）は、未だ解明・確

立されていない。学会は今後の課題として取り組む必要があると訴えた。 

ところで先般、「政治家リーダー不在を嘆く」との会報が掲載されましたが、リーダー不

在の原因がどこにあるかは、自ら選挙に立候補するとすぐに理解できます。政治家の世界

は体験しなければ「異質」な部分が理解できません。何故そうなるのか。私の体験は 2009

年１月の例会で講演しましたが、今回あるブログに投稿した添付資料も参考にして下さい。

なおブログでも示唆しましたが、私は技術士資格を技術に携わる「運転免許証」程度のも

のであり、本来の技術力とは別のものであると考えています。    （2010,08,20） 






























